
 

 

夏季休業は、自分の目標を立てて学習や部活動に取り組んだり、家族との団らんや地域行事への参加ができたりするなど、子どもにとって有意義で貴重な

時間となります。その一方で、休業後に登校できるのかを不安に思ったり、休業中に生活のリズムを崩したりするなどして心や体に不調を来たし、夏季休業

明けに学校や教室に行きづらくなったりする子どももいるのではないでしょうか。 

そこで、チェックシートを活用してみましょう！ 
本シートは、不安を抱えながらも何とか登校できている子ども（下欄：子どもの状態評価 状態０～状態２）や、学校には登校できていないが、教育支援セ

ンター（学校適応指導教室）、フリースクールなど学校以外の施設には定期的に参加できている子ども（状態３）に焦点を当て、 
 

① 学級担任や学校関係職員が、子どもの今の状況を把握して、休業前（日々の取組）、休業中、休業後において、その子に合わせた支援を行うこと 

② 気になる子どもに対して、学校職員がチームで支援策を検討し、学校以外の施設とも連携しながら、組織的に支援できるようにすること 
 

を目的として作成しました。ぜひ御活用ください。なお、休業前に取り組む内容については、通常の教育活動においても取り組むべき内容です。 

夏季休業前、休業中、休業後における、学校が子どもや保護者にできる支援 

子どもの状態評価 

  登校状況 

登
校
で
き
て
い
る 

状態０ 
平常に登校しているが、 

ときどき気になる行動が見

られる 

状態１ 
遅刻・欠席がしばしばある

又は、保健室登校が多い 

状態２ 
半分以上の欠席がある 

又は、保健室・相談室登校

をしている 

登
校
で
き
て
い
な
い 

状態３ 
学校以外の施設への定期的

な参加ができている 

状態４ 
家庭内では安定しているが、 

外出は難しい 

状態５ 
家族ともほとんど顔を合わせ

ず、部屋に閉じこもっている 

※ 状態０～５は、「『小児心身医学会ガイドライン集』
改定第２版」を参考にしています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

チェックシートの活用にあたって Vol.2 不登校対策チェックシート（夏季休業編） 

子どもの
今の 

状況把握 

担任や関係職員を 
中心とした 
子ども理解 

学校全体での共有
学校・学校以外
の施設が連携し
た組織的な支援 

具体的支援 

初期対応 
支援策と支援者の 

見直し 
組織的な支援の実施 

支援の継続・充実 

 

 状態３の子ども 

→ チェックシート②

 

 状態０～２の子ども 

→ チェックシート① 組織的な
支援の検討


